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進捗報告書（実⾏団体） 
（「進捗報告」か「年度末報告」どちらの報告かが分かるようにタイトルを編集してください） 

● 提 出 ⽇ ：2022 年 12 ⽉ 23 ⽇ 
● 事 業 名 ：共⽣のまちづくり⽀援事業 
● 資⾦分配団体 ：ヒューファイナンス⼤阪 
● 実 ⾏ 団 体  ： 公益財団法⼈住吉隣保事業推進協会 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の
指標の
達成状

況 

進捗
状況
＊ 

１．気軽に相談ができる場所が
あることを知って、利⽤しても
らう。 

①相談機関があることを知っ
ているか（認知度） 
②相談機関を利⽤したことが
あるか（利⽤度） 

〈総合⽣活相談〉 
→2020 年度の相談者数を主基地の
2 割アップにする。 
〈法律相談〉 
→2020 年度の相談者数を初期値の
2 割アップにする。 

2023 年 3 ⽉末での状態とす
る。 
尚、2023 年 6 ⽉末をめどに報
告書を作成する。 

  

２．⾃分らしくいられて安でき
る居場所があることを知って、
参加してもらう。 

①居場所があることを知って
いるか（認知度） 

〈居場所・⾷育事業〉 
2022 年度の居場所・⾷育事業の参加
者数を初期値の 2 割アップにする。 
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３．誰かの・地域の役に⽴つ機会
（「出番」）があることを知って、
参加してもらう。 

①得意なことを発揮できる場
はあるか（認知度） 
②地域の活動に参加したこと
があるか（利⽤度） 

〈どっこい隊事業〉 
2022 年度のどっこい隊事業の参加
者数を初期値の 2 割アップにする。 

2023 年 3 ⽉末での状態とす
る。 
尚、2023 年 6 ⽉末をめどに報
告書を作成する。 

  

４．アンケートや聴き取りなど
を通して、「居場所＆出番マップ
（仮）」を作り、活⽤する。 

①住吉地区およびその周辺に
ある相談機関、居場所、出番
創出の機会についてどれくら
い知っているか（認知度） 
②住吉地区およびその周辺に
ある相談機関、居場所、出番
創出の機会とどれくらい連携
できているか（連携度） 

住吉地区およびその周辺を拠点と
する⽀援者を対象に、指標①、②に
ついて再度アンケート調査および
聴き取り調査をおこなう。初期値の
30％アップをめざす。 

2020 年度中にアンケート調
査、聴き取り調査をおこなう。 
2021 年 3 ⽉末までに「居場所
＆出番マップ（仮）」を作成す
る。 
2023 年 3 ⽉末での状態とす
る。 
尚、2023 年 6 ⽉末をめどに報
告書を作成する。 

  

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  状況をプルダウンより選択してください▼ 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
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③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
 

2.広報制作物等 
 「居場所・出番マップ」 

オガリナイト告知チラシ 
 

3.報告書等 
 
3. イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

10 ⽉ 29 ⽇(⼟)どっこい隊報告会「オガリナイト」開催 
 
  


